
 

ＳＡＧＡ２０２４国スポカヌー競技会 

カヌースラローム・カヌーワイルドウォーター 
 

 

 

監 督 会 議 資 料 

 

 

 
 

 

 

 

 

日時：令和６年９月１２日（木） １１時 

会場：川内川湧水町轟の瀬特設カヌー競技場 

主催：公益社団法人日本カヌー連盟 

佐賀県カヌー協会 

ＳＡＧＡ２０２４実行委員会 
 



監督会議 次第 
 

 

日  時：令和６年９月１２日（木） １１：００～１１：３０ 

場  所：川内川湧水町轟の瀬特設カヌー競技場 式典会場・休憩所（大テント） 

 

進  行：進行    総務部長  小澤 研 

            

１．開  会 

 

２．挨  拶     競技委員会委員長 藤野 強 

 

３．役員紹介 

  公益社団法人日本カヌー連盟 

  佐賀県カヌー協会 

  ＳＡＧＡ２０２４実行委員会  

 

 

４．競技運営について   審判部長 田中 秀幸 

 （１）競技方法 

 （２）競技日程 

 （３）競技会場 

 （４）競技上の注意 

 （５）出場選手の確認 

（６）その他 

 

５．コースについて    技術部長 加藤 彰則 

             コースデザイナー 三馬 正敏 

 

６．質疑応答 

 

７．連絡事項       ＳＡＧＡ２０２４実行委員会 

 （１）式典について 

 （２）輸送について 

 （３）駐車場について 

 （４）観覧エリアについて 

 （５）弁当について 

 （６）医療救護について 

 （７）おもてなしについて 

 （８）その他 

 

８．閉  会 
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競技運営について 

１．競技方法  公益社団法人日本カヌー連盟カヌースラローム・カヌーワイルドウォーター競技規則、 

及び国民体育大会特別規則に基づき実施する。 

２．競技日程   （資料１－１・１－２） 

３．競技会場   （資料２） 

（１）競技本部  （会場施設配置図 No.②） 

（２）記録掲示・配布所  （会場施設配置図 No.㉓） 

（３）抗議調査・受付所 （会場施設配置図 No.㉔ 競技本部横） 

４．競技上の注意 

（１）発艇順及び間隔 

ア スラローム及びワイルドウォーターの発艇順は、プログラム記載のとおりとする。 

イ 発艇間隔は、スラロームは２分、ワイルドウォーターは 1500m２分(ノンストップトレーニング 

は1分)・スプリント１分間隔とする。 

（２）発艇の位置 

ア カヌースラローム・カヌーワイルドウォーター  

イ スリット板等により表示する。 

ウ 発艇は下流を向け静止発艇とする。河川の状況、水位の変化がある場合はスターターの指示 

に従うこと。（SL・WW共に自己保持。）  

（３）発艇合図 

ア 発艇合図は電子音とし、３０秒前（口頭）「１０秒前（ピー）、５秒前（プップッ ピッピッピッ 

ピー）の合図をする。 

イ 次番選手以降は順次、発艇調整員の指示のあった場所で待機すること。 

（４）決勝線の位置 

 スリット板・看板・のぼり旗により表示する。 

（５）コース空け渡しの処理 

区間審判員がホイッスル・ハンドマイク等で空け渡す指示をした場合、速やかにコースを空けわた 

すこと。再発艇についても、区間審判員の指示に従うこと。 

（６）計測方法について 

    スタート・フィニッシュともにスリットビデオ方式、バックアップはグリップスイッチ方式とする。 

（７）コースの練習 

ア スラロームコースは、ゲート設営のため9月1日～10日まで使用できない。 

  ワイルドコースは、掘削工事を予定しているが天候事情により未定のため、使用できない期間

については追って連絡する。   

イ 公式練習中はセルフレスキューとするので、各所属チームの責任下で行い、事故防止・安全管理 

    に十分な注意を払うこと。 

ウ 公式練習中も必ずビブスを着用すること。 

エ コース内施設（ゲート等）に関して、安全確保上やむを得ない場合を除き一切触れないこと。 

オ 公式練習の日程及び割り当てについては，（資料１－２）のとおり。 

カ ９月１３日の練習：ＷＷ１５００ｍスタート地点から、轟橋まで。ＷＷ１５００ｍの競技成立後

は１５００ｍスタート地点から轟橋までは練習可とする。 

９月１４日～９月１６日の練習：ＷＷ１５００ｍスタート地点から、轟橋まで練習可。 
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（８）検定 

ア 試合前検定 

ＳＬ：艇は自主検定 

ＷＷ：艇は前検定 

ライフジャケットの検定は全員、試合前に行う。合格したら連盟指定のタグをつける。既に付い

ているものは確認をする。このタグは今後の大会でも使うので試合後取り外さないこと。 

イ 競技終了後の検定は，ＳＬ・ＷＷとも全艇行う。 

ウ 後検定時に艇の水抜きをした際に落下した重り等については、艇の一部として認めないので注

意すること。 

エ 競技時における商標の取り扱いには十分注意すること。なお、必要に応じ、事前に検定主任に確

認のこと。※（資料３）参照。 

オ 検定場は、試合前No.㉛のテントで行い、試合後の検定はNo.㉜のテントとする。 

  ※（資料２）参照 

 

（９）選手のビブ 

ア ビブスは，実行委員会が用意したものを使用する。 

イ 競技の際にはビブスがよく見えるように着用すること。 

ウ ビブスの未着用又は本人以外（個別番号の違いを含む）のビブスを着用した場合は発艇できな 

い。 

エ 使用したビブスは、返却の必要はない。 

 

（10）成績表 

ア 成績表は、モニターにより最終成績を発表する。 

イ 最終成績表は、成績掲示所で配布（各県のレターボックス）する。 

ウ 競技速報はテレビモニターで表示するが、これは仮発表であり最終結果と相違が生じる場合が

ある。 

エ 成績はＷｅｂにアップする。 

ＵＲＬはhttps://seikosportslink.com/pdf/002/index.html?i=20008959 

 

 （11）予備艇 

本大会では、予備艇を用意している。艇が破損し、予備艇の貸与が必要な場合、競技本部まで申し

出ること。ただし、ライフジャケット・ スプレーカバーは貸与対象外とする。 

※スラロームＫ－１用、Ｃ－１用，ワイルドウォーターＫ－１用のパドルは少数ですが準備している。 

 

 （12）艇輸送 

スラローム競技、ワイルドウォーター（スプリント）競技については、各自艇を運ぶこと。 

ワイルドウォーター（１，５００ｍ）については、艇及び選手の計画輸送を行う。 

具体的な計画輸送については、実行委員会から連絡事項の中で説明する。 

 

５．出場選手の確認 

（１）プログラム訂正届は監督会議終了後、１０分以内に競技本部に提出すること。 

（２）棄権届は、競技開始１時間前までに競技本部に提出すること。 

※プログラム訂正届、棄権届は競技本部に用意している。 

 

６．その他 

（１）公式練習中も確認のため、配布されたビブスを着用するとともに、ヘルメット・ライフジャケット・

シューズ等の安全用具も必ず着用すること。 

（２）競技中は、救助員を必要箇所に配置する。なお，公式練習においては、セルフレスキューとする。 
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（３）ハンドマイク等、電子音による応援は禁止する。 

（４）天候によりコース、競技日程を変更することがある。 

（５）競技日程の変更が必要な事案が発生した場合は、臨時の監督会議を招集することがあるので、場内

アナウンスを注意しながら聞いておくこと。 

（６）艇の乗り降りは、乗艇場所・降艇場所で行うこと。 

（７）デモンストレーターは、ＷＷは２名，ＳＬは３名。 

（８）デモンストレーションの時のみ選手・監督は立入禁止区域内へ入る事ができる。 

（９）ＷＷのコース承認会議は、決勝テント付近で行う。 

 

※ 以下、令和５年５月８日付け「新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付け変更に伴う本連

盟新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドラインの廃止及び今後の基本的な感染対策について」連盟

通知から抜粋 

 

・ 発熱（37.5 度程度以上を目安）、咳、倦怠感などの有症時は、宿舎等に待機し、大会・諸活動の参加

は控えてください。 

・ 基本的な感染対策「３つの密（密閉・密集・密接）を避ける」、「人と人との距離の確保」、「手洗いな

どの手指衛生」、「換気」は引き続き継続してください。 

・ 会場における感染対策 

原則、入場時の検温、健康チェックシートの提出、入口での消毒液設置、アクリル板、ビニールシ

ートなどパーティション（仕切り）の設置については、行いません。ただし、感染拡大防止の観点

から政府、自治体等の方針を適宜確認の上、必要に応じて感染拡大防止の対応を行います。 

・ マスクの着用について 

大会の実施に当たっては、マスクの着用を求めません。状況に応じて個人で判断してください。な

お、感染拡大防止の観点から、引き続き、移動時など混雑した場所や公共交通機関を利用する場合

では不織布マスクの着用を推奨いたします。 

・ 感染したとき、また、いわゆる濃厚接触者となったときは、競技本部に連絡してください。 

・ 感染した場合、発症後５日を経過し、かつ、症状軽快から24時間経過するまでの間は外出を控えると

ともに、その後も10日間が経過するまでは、マスク着用や、ハイリスク者との接触は控えることを

推奨します。 
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（資料１－１） 

競技日程 

(１) 公式練習等日程 

選手受付 

９月１１日(水) ９：００～１５：００ 

選手・関係者受付 
９月１２日(木) ９：００～１５：００ 

検定点検 

９月１１日(水) １２：００～１４：３０ 

検定所 
９月１２日(木) １４：００～１６：３０ 

公式練習 

９月１１日(水) 

ﾜｲﾙﾄﾞｳｫｰﾀｰ 

1,500ｍ 

ｽﾌﾟﾘﾝﾄ練習可 

１０：００～１２：００ 

スラローム 

１３：００～１４：００ 

１４：００～１５：００ 

１５：００～１６：００ 

９月１２日(木) 

スラローム 

１０：００～１１：００ 

１１：００～１２：００ 

１２：００～１３：００ 

ﾜｲﾙﾄﾞｳｫｰﾀｰ 

1,500ｍ 

ｽﾌﾟﾘﾝﾄ練習可 

１４：００～１６：００ 

監督会議 ９月１２日(木) １１：００～１１：３０ 川内川湧水町轟の瀬特設

カヌー競技場 

式典会場・休憩所(大テント) 開始式 ９月１３日(金) ９：３０～９：５０ 

※注意事項 

・ 公式練習は，コース内の混雑を避けるため，都道府県別に時間を分けます。公式練習の割り当

てを確認の上，必ず時間を守ってください。 

・ 選手は公式練習時に配付されたビブを必ず着用してください。 

・ 公式練習は，各都道府県で安全に配慮し，セルフレスキュー対応でお願いします。 

・ 公式練習時は，ワイルドウォータースタート地点への計画輸送を行いませんので各都道府県

で移動をお願いします。 
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（資料１-２） 

（２）競技日程 

 

開始時刻 ９月１３日（金） 開始時刻 ９月１４日（土） 

 

 

9:30 

 

10:20 

 

11:20 

11:35 

 

13:00 

13:35 

 

 

14:40 

 

15:40 

【ワイルドウォーター 1,500ｍ】 

 

開始式 

 

デモンストレーション 

コース承認監督会議 

ノンストップトレーニング 女子 Ｋ－１ 

ノンストップトレーニング 男子 Ｋ－１ 

※１分間隔 

決 勝  女子 Ｋ－１ 

決 勝  男子 Ｋ－１ 

     ※２分間隔 

 

種目別表彰式 

 

デモンストレーション 

スラローム 25ゲート 

コース承認会議 

 

 

8:55 

9:10 

9:50 

10:40 

11:02 

 

12:20 

13:00 

13:50 

14:12 

 

 

15:30 

16:10 

【スラローム ２５ゲート】 

 

フォアラン 

決 勝 １回目 女子Ｋ－１ 

決 勝 １回目 男子Ｋ－１ 

決 勝 １回目 女子Ｃ－１ 

決 勝 １回目 男子Ｃ－１ 

 

決 勝 ２回目 女子Ｋ－１ 

決 勝 ２回目 男子Ｋ－１ 

決 勝 ２回目 女子Ｃ－１ 

決 勝 ２回目 男子Ｃ－１ 

※２分間隔 

 

種目別表彰式 

デモンストレーション 

 スラローム 15 ゲート 

コース承認会議 

開始時刻 ９月１５日（日） 開始時刻 ９月１６日（月） 

 

 

8:55 

9:10 

9:50 

10:40 

11:02 

 

12:20 

13:00 

13:50 

14:12 

 

 

16:30 

【スラローム １５ゲート】 

 

フォアラン 

決 勝 １回目 女子Ｋ－１ 

決 勝 １回目 男子Ｋ－１ 

決 勝 １回目 女子Ｃ－１ 

決 勝 １回目 男子Ｃ－１ 

 

決 勝 ２回目 女子Ｋ－１ 

決 勝 ２回目 男子Ｋ－１ 

決 勝 ２回目 女子Ｃ－１ 

決 勝 ２回目 男子Ｃ－１ 

 ※２分間隔 

 

種目別・個人表彰式 

 

 

9:10 

 

10:00 

10:15 

 

11:00 

11:15 

 

 

 

 

12:15 

12:30 

【ワイルドウォーター スプリント】 

 

デモンストレーション 

コース承認監督会議 

決 勝 １回目 女子 Ｋ－１ 

決 勝 １回目 男子 Ｋ－１ 

 

決 勝 ２回目 女子 Ｋ－１ 

決 勝 ２回目 男子 Ｋ－１ 

※１分間隔 

 

 

 

種目別・個人表彰式 

終了式 
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（資料１―３） ＳＡＧＡ国スポカヌー（スラローム・ワイルドウォーター）公式練習 練習時間割当表       

9月11日（水）  

種目 時間 割  当 

ワイルド 

ウォーター 

10：00 

～  

12：00 

組分けは行わない。スプリント及び1,500ｍ練習可とする。 

  女 子 男 子 

13：00 

～  

14：00 

31-3 福馬 つばさ 34-5 岡﨑 遥海 31-4 杉村 靖彦 45-4 瀧口 将矢 

33-3 柴田 実千代 36-5 河野 清見 33-4 延江 直基 41-4 内田 優樹 

38-3 都田 輝夏 46-5 神田橋 美貴 37-4 伊藤 大輔 33-6 延江 俊基 

44-3 越智 ますみ 41-5 坂口 洋子 39-4 福島 崇年 37-6 松浦 耕一 

45-3 瀧口 みなみ   40-4 八橋 巧 44-6 小野 隆充 

46-3 樋口 優子   42-4 廣吉 圭登 41-6 佐々木 優 

  41-3 矢澤 亜季   44-4 河津 聖駒   

ス 

14：00 

～  

15：00 

17-3 佐藤 妃花瑠 18-5 荒城 祐佳 16-4 田川 篤 27-4 岩﨑 慎也 

ラ 22-3 岩田 祥子 24-5 井口 花恋 17-4 佐藤 颯柊 28-4 松原 啓 

ロ 23-3 藤井 南帆 25-5 末永 栞 23-4 森田 涼太 18-6 高木 信寿 

―  25-3 片岡 尚子   24-4 加藤 哲平 23-6 齋藤 彰太 

ム 28-3 森川 瑞希   25-4 山本 嶺 26-6 田中 慈英 

 

15：00 

～  

16：00 

1-3 栗原 詩 1-5 深田 真衣 1-4 中西 実直 14-4 齋藤 徹平 

3-3 千葉 花音 5-5 佐々木 廉 2-4 矢澤 一輝 15-4 横内 零 

7-3 斎藤 暖夏 11-5 新田 美蒼空 3-4 藤野 浩太 1-6 小田 雅大 

9-3 富沢くるみ   7-4 関根 正人 5-6 佐々木 将汰 

13-3 伊藤 くるみ   12-4 好田 圭作 12-6 中嶋 学人 

14-3 小野澤 嶺   13-4 禰寝 大亮   

9月12日（木） 

種目 時間 割  当 

  女 子 男 子 

10：00 

～  

11：00 

1-3 栗原 詩 1-5 深田 真衣 1-4 中西 実直 14-4 齋藤 徹平 

3-3 千葉 花音 5-5 佐々木 廉 2-4 矢澤 一輝 15-4 横内 零 

7-3 斎藤 暖夏 11-5 新田 美蒼空 3-4 藤野 浩太 1-6 小田 雅大 

9-3 富沢くるみ   7-4 関根 正人 5-6 佐々木 将汰 

13-3 伊藤 くるみ   12-4 好田 圭作 12-6 中嶋 学人 

14-3 小野澤 嶺   13-4 禰寝 大亮   

ス 

11：00 

～  

12：00 

31-3 福馬 つばさ 34-5 岡﨑 遥海 31-4 杉村 靖彦 45-4 瀧口 将矢 

ラ 33-3 柴田 実千代 36-5 河野 清見 33-4 延江 直基 41-4 内田 優樹 

ロ 38-3 都田 輝夏 46-5 神田橋 美貴 37-4 伊藤 大輔 33-6 延江 俊基 

―  44-3 越智 ますみ 41-5 坂口 洋子 39-4 福島 崇年 37-6 松浦 耕一 

ム 45-3 瀧口 みなみ   40-4 八橋 巧 44-6 小野 隆充 

 46-3 樋口 優子   42-4 廣吉 圭登 41-6 佐々木 優 

 41-3 矢澤 亜季   44-4 河津 聖駒   

12：00 

～  

13：00 

17-3 佐藤 妃花瑠 18-5 荒城 祐佳 16-4 田川 篤 27-4 岩﨑 慎也 

22-3 岩田 祥子 24-5 井口 花恋 17-4 佐藤 颯柊 28-4 松原 啓 

23-3 藤井 南帆 25-5 末永 栞 23-4 森田 涼太 18-6 高木 信寿 

25-3 片岡 尚子   24-4 加藤 哲平 23-6 齋藤 彰太 

28-3 森川 瑞希   25-4 山本 嶺 26-6 田中 慈英 

ワイルド 

ウォーター 

14：00 

～  

16：00 

組分けは行わない。スプリント及び1,500ｍ練習可とする。 

※ 名前の前の数字は、ビブ№（都道府県番号＋種目番号）[種目番号 WWK1:1 WMK1:2 WK1:3 MK1:4 WC1:5 MC1:6] 
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国スポにおける商標の取り扱いＱ＆Ａ
（資料３）

項番

2

艇以外の周辺用具の商標も点
検の対象ですか？

商標の点検対象は、艇に限ら
ず、パドル、ヘルメット、ラ
イフジャケット、スプレーカ
バーも含みます。
ウェア・ライフジャケットに
関しては、ビブスで隠れる部
分の商標はマスキングする必
要はありません。

質問 回答

1

どのようなものをマスキング
する必要がありますか？

所属都道府県名の表示、製造
販売業社の商標以外はすべて
マスキングしてください。

3

A、Bのような製造業者のロ
ゴはマスキングする必要はあ
りますか？

製造業者の商標はマスキング
する必要はありません。

4

Cのような製造業者のロゴは
マスキングする必要はありま
すか？

製造業者のロゴであっても
「．COM」の部分はマスキ
ングしてください。

7

ロゴがマスキングからはみ出
ていますが問題ありません
か？

商標がはみ出ないよう、その
全体をマスキングしてくださ
い。

5

Dのような選手が所属する企
業のロゴはマスキングする必
要はありますか？

製造販売業者以外の企業の商
標はその全体をマスキングし
てください。

6

マスキング部分が透けて見え
ますが問題ありませんか？

透けて見えるのは不可です。
重ねてマスキングし、透けて
見えないようにしてくださ
い。

A

B

C

D

- 10 -



商標に関するルール（抜粋）

第7条 艇・パドル・附属品

2. 商標及び標章（商業宣伝について） 

(1)

(2) 規定

●

●

●

(3)

(4)

第7条 艇・パドル・附属品

2. 商標及び標章（商業宣伝について）

(1)

(2) 規定

●

●

●

(3)

(4)

第７条 用艇、規格及び配艇

2.

第10条 服装

3.

カヌースラローム競技規則

艇、パドル、ヘルメット、衣服及び付属品等に、商標及び宣伝用の標章または文
字を入れることが出来る。但し、国民体育大会は除く。

選手が着用する競技用ユニフォームは、競技・種目・種別の単位で都道府県ごとに統
一するものとする。商標及び標識は、所属都道府県名・県章・マスコット及び製造業
者の名称・称号・ロゴ・商品名以外は認めない。

ワイルドウォーター競技規則　

艇、パドル、ヘルメット、衣服及び付属品等に、商標及び宣伝用の標章または文
字を入れることが（2）の規定でできる。但し、国民体育大会は除く。

艇は、コーミングの前後40cm以内のデッキ、ボトムには入れることができ
ない。Ｃ－2においては前漕者のコーミングの前後40cm以内のデッキ、ボ
トムには入れることができない。

ヘルメットは正面10×10cm以内には入れることができない。

パドルは、Kにおいては左側、Cにおいては外側に入れることができない。

(2)の規格の部分については、連盟、競技主催者の権利とする。選手は、連盟、競
技主催者が競技会等において付けた、商標及び標章等を故意にはがしたり、手を
加えたりしてはならない。

選手は、各自の用具につけた商標及び標章等に対して、責任を持ち品位を保つも
のとする。

国民体育大会特別規則　

選手が使用する艇、パドルを含む用具／用品等の商標及び標識は、所属都道府県名・
県章・マスコット及び製造業者の名称・称号・ロゴ・商品名以外は認めない。

艇は、コーミングの前後40㎝以内のデッキ、ボトムには入れることができ
ない。C-2においては前漕者のコーミングの前後40㎝以内のデッキ、ボト
ムにはいれることができない。

ヘルメットは正面10×10㎝以内には入れることができない。

パドルは、Kにおいては左側、Cにおいては外側に入れることができない。

(2)の規格の部分については、連盟、競技主催者の権利とする。選手は、連盟、競
技主催者が競技会等において付けた、商標及び標章等を故意にはがしたり、手を
加えたりしてはならない。

選手は、各自の用具につけた商標及び標章等に対して、責任を持ち品位を保つも
のとする。
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用具に関するルール
用具
艇 Ｋ１ Ｃ１ Ｃ２ Ｋ１ Ｃ１ Ｃ２

長さ 4.1m以上 4.5m以下 4.3m以下 5m以下
巾 0.75m以上
最低重量 15Kg 10Kg 11Kg 17Kg

※

エアバック Ｋ１ Ｃ１ Ｃ２
フロント 30L 40L 60L
バック 50L 50L 60L

・艇首と艇尾から各30㎝以内 ・艇首と艇尾から各30cm以内

ワイルドウォーター

両端の
半径（R）

・真上から見て2㎝以上

・船体と一体成型

項目 スラローム

突起物
（フィン等）

3.5m以上
0.6m以上

9Kg
規定無

・真横から見て1㎝以上

ａb間いずれの箇所でも
半径1cm以上あること

・高さ20mm以下
・幅8mm以上
・エッジの半径4mm以上

・ロープは直径6mm以上 ・ロープは直径6mm以上

ハンドル
・親指の付け根まで手の全体が
 容易に挿入ができること

・10cm×10cm×1.5cmのテンプ
 レートが容易に挿入ができること

ａ

ｂ
半径(R)
2cm

半径(R)
1cm

ｂ
ａ

高さ20mm以下

幅 8mm以上

エッジの半径4mm以上

- 12 -



用具に関するルール
用具

ライフジャケット
安全基準

※ICFで認められているCSLライフジャケットは下記URLより参照

浮力
浮力体

厚さ
表面積

用具
ヘルメット

安全基準 EN 1385、または同等の要件を満たす国内標準に適合
競技者の頭を充分保護でき、丈夫なあご紐が取り付けられていること。
自家製や改造しているものは不可
※ICFで認められているCSLヘルメットは下記URLより参照

用具
シューズ

安全基準 転覆、脱艇した時に脱げないよう足
にフイットしたものを着用

項目 スラローム ワイルドウォーター

https://www.canoeicf.com/disciplines/canoe-slalom/equipment

項目 スラローム ワイルドウォーター

追加浮力体
全浮力体容積の50％以下
スプレーデッキと一体型可

ストラップ
・両側にショルダー・ストラップ要

・左右のサイドまたは股間に
 ストラップ要

https://www.canoeicf.com/disciplines/canoe-slalom/equipment
6.12㎏以上

・体の前後に同等に分布
・20mm以上
・前部と後部 各400㎠以上

ISO 12402-5（レベル50）、または同等の要件を満たす国内標準に適合

項目 スラローム ワイルドウォーター

- 13 -
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用具に関するルール（抜粋）

第7条 艇・パドル・附属品

1. 艇の仕様

(1) 長さ及び幅

全てのタイプのK1：長さ3.50m以上、巾0.60m以上

全てのタイプのC1：長さ3.50m以上、巾0.60m以上

全てのタイプのC2：長さ4.10m以上、巾0.75m以上

(2) 最低重量（計量時は水を完全に取り除いておく事。）

全てのタイプのK1、C1：9 ㎏

全てのタイプのC2：15 ㎏

(3)

(4)

(5)

(6)

第19条 安全装備

1.

(1)

(2)

(3)

(4)

2.

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

全ての艇は両端の最小半径が真上から見て2㎝、真横から見て1㎝であること。

全ての艇において舵（ラダー）は禁止される。船体からの突起物はすべて船体と
一体成型されていなければならず、20mm以下の高さで、幅は8mm以上、外縁部の
エッジの半径は4mm以上の事。

艇は要求された大きさに合わせて、その範囲内でデザインされていなくてはなら
ない。

カヤックはデッキのある艇で、ダブルブレードのパドルで推進するものを言い、
選手はその内側に座るものとする。カヌーはデッキのある艇で、シングルブレー
ドのパドルで推進するものを言い選手はその内側で膝をつくものとする。

ライフジャケットは水を吸収しない浮力体を用いて作られ、上半身に着るもの
で、浮力体は体の前と後に同等に分布されていなければならない。それはすべて
のサイズにおいて、厚さ20mm以上、表面積が前部と後部でそれぞれ400cm2以上な
ければならない。また、6.12㎏の計測された鉛あるいはそれと同等の材料ででき
たものを浮かべるのに十分な浮力を持たなければいけない。それは水中で意識の
ある人間の顔を上にした位置で浮かべつづけることが出来るようにデザインされ
ていなければならない。

すべての艇は、不沈性で艇首と艇尾からそれぞれ30㎝以内にハンドル（手でつかめる
もの）を取りつけなければならない。

次のものがハンドルと考えられる：ロープの輪、ハンドルをつけたロープ、ある
いは船首から船尾まで渡したロープ、あるいは造艇上一体化されたハンドルであ
る。

ハンドルはいかなる時にも、艇を掴むため親指の付け根までの手の全体が容易に
挿入ができなければならない。

使用されるロープは（円いときは）少なくとも6㎜以上の直径がなくてはならな
い、あるいは横断面が（四角いときは）2×10㎜以上なくてはならない。

ハンドルをテープで巻いてはならない。

各選手はしっかりと固定した安全なヘルメットとライフジャケットを着用しなければ
ならない。材料の品質が保証された工場からのブランド製品のみが採用される。いず
れも良い状態でなければならない。自家製のヘルメットとライフジャケットは許可さ
れない。

ライフジャケットは、現在の業界標準であるISO 12402-5（レベル50）、または
同等の要件を満たす国内標準に適合していなければならない。

ライフジャケットには、腰より下の前面に取り外すことのできない浮力体を追加
することができる。この追加浮力体は、全浮力体容積の50％以下とし、スプレー
デッキと一体型とすることもできる。

ライフジャケットは、救助活動中の吊り上げ荷重に耐えられるよう、両側にショ
ルダー・ストラップを備えていなければならない。また、救助活動中に選手が滑
り落ちないように、ライフジャケットは左右のサイドストラップまたは股間のス
トラップを備えていなければならない。

安全なヘルメットはたとえば競技者が岩に当たった場合でも競技者の頭を充分保
護しなければならない（頭とヘルメット殻の間のショックを吸収するためのス
ペース）。また丈夫なあご紐が取り付けられていなければならない。

カヌースラローム競技規則

第7条 艇・パドル・附属品

1. 艇の仕様

(1) 寸法

全K-1艇：最大艇長4.5m、最小艇巾制限なし

全C-1艇：最大艇長4.3m、最小艇巾制限なし

全C-2艇：最大艇長5m、最小艇巾制限なし

寸法を増す為にいかなる余分な物も艇に付けてはならない。

(2) 重量（乾燥状態で計測）

全K-1艇：最小10kg

全C-1艇：最小11kg

全C-2艇：最小17kg

※

(3)

(4)

(5)

(6)

全ての艇において舵（ラダー）は禁止される。

艇は要求された大きさに合わせて、その範囲内でデザインされていなくてはならな
い。カヤックはデッキのある艇で、ダブルブレードのパドルで推進するものを言い、選
手はその内側に座るものとする。カナディアンカヌーはデッキのある艇で、シング
ルブレードのパドルで推進するものを言い、選手はその内側で膝をつくものとす
る。

艇は単一のバウとスターン及びキールラインからなる。

エアーバッグは艇の一部である。スプレーデッキ（カバー）はアクセサリー
で、艇の一部とは考えない。

ワイルドウォーター競技規則　

第18条 安全装備

1.

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

● 全K-1 ： フロント30リットル、バック50リットル

● 全C-1 ： フロント40リットル、バック50リットル

● 全C-2 ： フロント60リットル、バック60リットル

2.

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

3.

(1)

4.

5.

6.

各選手は以下の条項に規定された、きっちりとした安全ヘルメットとライフジャケッ
トを着用し、シューズを履かなければならない。

ライフジャケットは、現在の業界標準であるISO 12402-5（レベル50）、または同
等の要件を満たす国内標準に適合していなければならない。

ハンドルはいかなる時にも、10cm×10cm×1.5cmのテンプレートが容易に挿入がで
きなければならない。

使用されるロープは（円いときは）少なくとも6mm以上の直径がなくてはならな
い、あるいは横断面が（四角いときは）2×10mm以上なくてはならない。

安全規則の遵守が行われていない場合、発艇員、発艇検艇員、検艇員および審判部長
はおのおの、彼らが任命されている職務に基づいて、選手の発艇を禁止させる責任が
ある。

いかなる場合においても、選手は自己の責任において発艇するものとする。主催者
は、競技コースにおいて（競技中）生じた装備の損傷あるいは事故の責任を一切負わ
ない。

ヘルメットは、EN 1385、または同等の要件を満たす国内標準に適合していなけれ
ばならない。

競技者は額、こめかみ、耳を守るよう設計された、常に締め付けられるあご紐を持
つ安全なヘルメット（頭とヘルメット殼の間のショックを吸収するためのスペース
を持つ）を着用しなければならない。そのヘルメットは標準規格に合致した物が望
ましい。

すべての選手はシューズを履き、靴底は足を保護するに十分な厚さを持つものでな
ければならない。シューズは選手が転覆、脱艇した時でも脱げないよう足にフイッ
トしたものであること。

主催者は上記安全基準が守られているかどうかスタートとゴールの両方で抜き打ち検
査できる。

疑わしい場合には、艇の浮力が検査される。艇はその中を水で満たしたとき、水面
に浮かんでいなければならない。

選手はいかなる時においても、即座に艇から自由に離れることが出来なければならな
い。

ハンドルをテープで巻いてはならない。

全ての艇は安全確保のため艇の前後（前部はストレッチャーの前、後部はシートの
後方）に以下に定められた容量のエアーバックを装備していなければならない。

容量はエアーバッグの製造スタンプにより確認される。問題がある場合は先ず検艇
員が判断し、若し更に提訴があった場合は競技委員会が判断する。

ライフジャケットは水を吸収しない浮力体を用いて作られ、上半身に着るもので、
浮力体は体の前と後に同等に分布されていなければならない。それは6.12kgの計測
された鉛あるいはそれと同等の材料でできたものを浮かべるのに十分な浮力を持た
なければいけない。それは水中で意識のある人間の顔を上にした位置で浮かべつづ
けることが出来るようにデザインされていなければならない。

すべての艇は、不沈性（浮力材を固定する為に安定壁を加えることができる）で艇首
と艇尾からそれぞれ30cm以内にハンドル（手でつかめるもの）を取りつけなければな
らない。

次のものがハンドルと考えられる：ロープの輪、ハンドルをつけたロープ、あるい
は船首から船尾まで渡したロープ、あるいは造艇上一体化されたハンドルである。
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実行委員会からの連絡事項 

１．式典について  ※すべてプログラムのとおり 

（１） 開始式 

   日 時：令和６年９月１３日（金） ９：３０～ 

   場 所：湧水町轟の瀬特設カヌー競技場 式典会場（大テント） 

   備 考：入場行進は行いません。 

       選手・監督の皆様は、ユニフォームを着用のうえ、開始１０分前までに式典会場内に集合

し、係員の指示によりブロックごとにプラカードを置いてありますので、その後ろに整列

してください。 

 

（２） 終了式 

   日 時：令和６年９月１６日（月）１２：３０～（種目別表彰式後に引き続き実施） 

   場 所：湧水町轟の瀬特設カヌー競技場 式典会場（大型テント） 

（３） 種目別表彰式 

種  目 期  日 開始時間 

カヌーワイルドウォーター １,５００ｍ ９月１３日(金) １４：４０ 

カヌースラローム ２５ゲート ９月１４日(土) １５：３０ 

カヌースラローム １５ゲート ９月１５日(日) １６：３０※ 

カヌーワイルドウォーター スプリント ９月１６日(月) １２：１５※ 

入賞者は時間に余裕をもって、式典会場内に集合してください。 

今回は、入賞者の都道府県旗持ちは行いません。 

    ※ＳＡＧＡ２０２４競技会において、選手の活躍にスポットを当て、選手個人を称えることを目的

とした表彰「The Good Player of ＳＡＧＡ２０２４」を実施します。 

    〔表彰基準〕 

     スラローム‥‥２５ゲート、１５ゲートの２種目でどちらも１位の選手（15日種目別表彰後） 

     ワイルドウォーター‥‥1,500ｍ、スプリントの２種目でどちらも１位の選手（16日 〃  ） 

    〔贈  呈〕副賞（佐賀県特産品の和牛） 

 

２．カヌーワイルドウォーター１,５００ｍの計画輸送及びドローン撮影について（資料４～５） 

３．川内川湧水町轟の瀬特設カヌー競技場駐車場の注意事項について（資料６） 

４．観戦エリア、各ゾーニングについて 

  競技本部及び立入禁止区域の中には、立ち入らないでください。 

  選手監督・大会関係者と一般観覧者でエリアを分けております。選手監督・大会関係者エリアには、

ＡＤカードがないとは入れませんので、常時（選手は競技中以外）ＡＤカードを首からかけてくださ

い。選手監督・大会関係者エリア内でＡＤカードが確認できない場合は、係員から声掛けがあります

ので指示に従ってください。（資料７） 

 

５．弁当について 

斡旋弁当を注文された方は，受付で配布された引換券を弁当引換所に持参し，受け取ってください。（弁 

当配布時間は１１：００～１３：３０，弁当ガラの返却は１４：３０までに弁当引換所へ返却ください。） 

※ごみ箱に弁当ガラを捨てないようにお願いします。 
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６．医療救護について 

（１） 傷病者が発生したとき 

① 競技会場内でケガ・発病したとき 

（ア） 競技会場に救護所を設置し、医師、看護師が待機します。 

（９月１３日（金）～１６日（月）） 

（イ） 救護所では応急処置を行い、重病者については医療機関に搬送します。 

なお、監督等の関係者の付き添いをお願いします。 

（ウ） 競技会場において緊急車両が必要な場合は、実施本部へご連絡ください。 

（エ） 救急車以外で搬送する場合、タクシーを利用される際の料金は自己負担となります。 

（オ） 救護所内にＡＥＤを設置しています。 

② 宿舎においてケガ・発病したとき 

 各都道府県監督の判断で、医療機関において治療を受けてください。その際、「保険証」を医療

機関に必ず持参してください。 

（２） 医療費の支払いについて 

① 救護所での応急処置及び緊急車両の搬送は無料です。 

② 救護所での応急処置を除き、医療費は全て受診者（患者）負担となりますので、「保険証」を必ず

持参してください。保険証を持参しないで受信した場合、医療費全額が受診者負担となります。 
 

７．おもてなしコーナー、ドリンクサービスコーナーについて 

９月１３日（金）～１６日（月）において、おもてなしコーナーで、佐賀県や湧水町のお菓子、ドリン

クサービスコーナーで、ポカリスエット・水・お茶を無料配布いたしますので、御賞味ください 
 

８．その他 

（１） 緊急事態発生等により，競技時間帯以外に監督会議を召集する場合もあります。その際は，場内

放送で御案内します。 

（２） 会場敷地内での事故や盗難等については，自己責任とします。 

（３） 会場敷地内は禁煙です。 

（４） ＳＡＧＡ２０２４実行委員会では写真を撮影し、ホームページや大会記録等に掲載する場合があ

りますので御理解をお願いします。 

（５） 競技中のフラッシュ撮影は、計測に影響を与えるため使用しないでください。 

（６） 会場内の火気の使用及び危険物の持ち込みは禁止です。 

（７） 会場内でのドローン等の使用は禁止です。（許可を受けた者は除きます。） 

（８） 会場内での自転車の利用は禁止します。（大会運営用の許可車輌を除く） 

（９） 記事（写真を含む。）、ＳＮＳ、映像等への使用について個人が特定できるような場合は、個人情

報保護の観点から、本人に許可を得るなどの対応をお願いします。（意図せず後方等に入りこんで

いる場合も含みます。） 

（10） 大きな音が出る機器を使用した応援は禁止です。 

（11） ごみは所定の場所に捨ててください（缶・ビン・プラスチック類はお持ち帰りください）。 
 

９．緊急連絡先一覧 

名     称 電 話 番 号 住     所 

ＳＡＧＡ２０２４実行委員会 
事務局 

0995-74-1520 
070-4477-5180（猪ノ口） 
080-2074-6873（荒牧） 

鹿児島県姶良郡湧水町木場276-1 
SAGA2024カヌー競技会オフィス 

伊佐湧水警察署 0995-22-0110 鹿児島県伊佐市大口里2786-1 

伊佐湧水消防組合南消防署 0995-74-3021 鹿児島県姶良郡湧水町米永474 
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（資料４） 

カヌーワイルドウォーター1,500ｍの計画輸送について 

自衛隊トラック1台につき５～６艇と、選手をワゴン車で輸送する（１３日のみ）。 

艇積込担当者（佐賀県） 自衛隊 

艇積み下ろし（佐賀県） 自衛隊 

選手輸送担当（佐賀県） 自衛隊 

 

１ 公式練習 

（１）９月１１日（水） １０：００～１２：００  各自移動 

（２）９月１２日（木） １４：００～１６：００  各自移動 

    

２ ノンストップトレーニング・決勝 

 （１）ノンストップトレーニング計画輸送 

    女子 １０：３５集合              男子１０：５０集合 

１０：４０発 （競技スタート１１：２０～）  １０：５５発（競技スタート１１：３５～） 

   【女子】 【男子】 

第１便

10：40発 

発艇順 都道府県 氏名 

第２便

10：55発 

発艇順 都道府県 氏名 

１ 滋賀 池田 百伽 １ 愛媛 杉井 太一 

２ 愛媛 角藤 友 ２ 長崎 寺島 崚一郎 

３ 北海道 越智 みのり ３ 北海道 山岡 洋貴 

４ 岩手 永井 茉未 ４ 佐賀 大岩 歩夢 

５ 岐阜 井戸 奈津美 ５ 石川 久司 満 

６ 鹿児島 田中 香奈 ６ 滋賀 奥田 翔悟 

７ 佐賀 西久保 直心 ７ 岐阜 鈴村 侑也 

８ 東京 濱名 としえ ８ 岩手 齋藤 晶文 

９ 石川 笹生 裕子 ９ 神奈川 平岩 達樹 

10 鳥取 福本 かな子 10 岡山 山根 美千義 

（２）決 勝 

女子 １２：０５集合               男子１２：４０集合 

１２：１５発（競技スタート１３：００～）    １２：５０発（競技スタート１３:３５～） 

   【女子】    【男子】 

第１便 

12:15発 

発艇順 都道府県 氏名 

第２便

12：50発 

発艇順 都道府県 氏名 

１ 滋賀 池田 百伽 １ 愛媛 杉井 太一 

２ 愛媛 角藤 友 ２ 長崎 寺島 崚一郎 

３ 北海道 越智 みのり ３ 北海道 山岡 洋貴 

４ 岩手 永井 茉未 ４ 佐賀 大岩 歩夢 

５ 岐阜 井戸 奈津美 ５ 石川 久司 満 

６ 鹿児島 田中 香奈 ６ 滋賀 奥田 翔悟 

７ 佐賀 西久保 直心 ７ 岐阜 鈴村 侑也 

８ 東京 濱名 としえ ８ 岩手 齋藤 晶文 

９ 石川 笹生 裕子 ９ 神奈川 平岩 達樹 

10 鳥取 福本 かな子 10 岡山 山根 美千義 

 

（３）計画輸送要領 

〇輸送区間 競技場の艇置場 → 田尾原第一樋門（ＷＷ1,500ｍスタート地点） 

・艇の輸送は、選手が艇置場で係員に艇を預け、スタート地点まで自衛隊運搬車で輸送。 

・輸送した艇は、田尾原第一樋門に準備したブルーシート上に置き、選手が到着後各自の艇を引き取る。 

・選手は、艇置場に集合し、輸送車両でスタート地点まで輸送。 

・選手は、田尾原第一樋門の平場で降車させる。 

 

※選手は艇持参の上、集合してください。（対象者が定員になり次第出発します。） 
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（資料６） 

川内川湧水町轟の瀬特設カヌー競技場駐車場の注意事項 
 
〔駐車場位置〕 

 
 
  会場内駐車場の選手監督の駐車場は、原則１台です。会場までは乗り合わせに御協力ください。ま

た、２台目以降は栗野防災センターを御利用ください（シャトルバス運行）。なお、選手監督が 4 人

以上の都道府県は、駐車場２台としております。 
  駐車時は配布した駐車証をダッシュボード上に掲示ください。 
  駐車場内で艇、イス、テーブル等を置き、通路や他の方のスペースに影響がないようにしてくださ

い。 

 
 

会場駐車場 

選手・監督駐車場 

臨時指定駐車場 
（栗野防災センター） 

 

WW1500 ｽﾀｰﾄ 
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